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＜連絡事項＞
・特記事項なし。

＜患者様連絡事項＞
[bookmark: _GoBack]・特記事項なし。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～終日隔離中。午前・午後2時間ずつの開放観察実施。やや表情の硬さあるが、妄想発言や多弁さなくスタッフ対応は穏やか。飲水要求あるが過度となる事はない。
引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。自室内ではパンツ１枚になり過ごしている。入浴時や面会時に着衣するが、戻るとすぐに脱衣し再びパンツ１枚で臥床している。
　　　　　　　　引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・澤口　利香様～腕を傷つける自傷行為が著明であり、自傷を仄めかす発言も続いている。室内の私物を撤去し様子を観察するよう指示あるが、興奮し拒否が強く、馬渡Dr.指示にてジプレキサ筋注を施行している。その後も「朝までに死んでやる」と不穏興奮、自傷行為、自棄的かつ粗野な言動が顕著であり、このまま放置すれば患者の生命にまで及ぶ危険性が高い切迫した状態であるため、13：15診察にて終日隔離終了し、身体拘束開始となる。
引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
[bookmark: _Hlk62478463]・平濱　カネ様～帰宅要求や不穏さ、バルーン弄りなく穏やかに過ごしている。夜間の睡眠もとれている。

・北村　イウ子様～バイタルサインの異常や酸素飽和濃度の低下は無い。朝食時は覚醒状態良く発語もあり。朝食は介助にて全量摂取。昼食も1/2程摂取し「お腹いっぱい」と残食している。

・土嶺　晴子様～訴えや確認での話し掛けは頻回にあるが、不穏さはなく説明への了解はよい。「お腹の調子がよくない」と昼食は半分ほど残食している。夜間は休めている。

＜措置入院ケース検討＞
・藤井　崇史様～他者の言動に苛々感を訴え、頓服薬にて対応している。直接的なトラブルは無い。引き続き、精神症状の観察を行い、処遇改善できるよう看護介入行っていく。

・荒谷　拓行様～母様へ連絡し2/3の心理検査と面談について了承を得ている。他者との交流はなく、自室でスマホを弄り過ごしている。介入に易怒的となる様子もみられる。引き続き、精神症状の観察を行い、処遇改善できるよう看護介入行っていく。

